
例: Car Physical Data.jmp (ヘルプ > サンプルデータ) 

ステップワイズ回帰

最小 2乗法やロジスティック回帰での変数の選択やモデルの比較、モデルの作成時に使用できます。

ステップワイズ回帰

1. データテーブルから、分析 > モデルのあてはめを選択します。
2. 列の選択から応答変数を選択し、Yをクリックします。
3. 説明変数を選択し、追加をクリックします。
4. 必要な場合、検証列を選択します（JMP® Proでのみ可能）。
5. 手法のドロップダウンメニューからステップワイズ法を選択し、
実行をクリックします。

6. ステップワイズ法の実行（以下）ウィンドウが表示されます: 
 停止ルールを選択します。

 方向 （変数増加、変数減少、変数増減）を選択します。

 自動的に回帰を実行する場合、実行をクリックします。手動で進める場合、ステップをクリックします。

ヒント: 

 変数増加の場合、全ての項を削除してから、ステップまたは実行をク

リックします。

 変数減少の場合、全ての項を追加してから、ステップまたは実行をク

リックします。

 変数増減は、停止ルールが閾値 p値の場合のみ利用可能です。
 現在の推定値の表で表示されているモデルを実行する場合、モデル

の実行をクリックします。JMPはあてはめの統計量やパラメータ推定
値、効果の検定の情報を含むレポートを生成します。詳細は重回帰分

析もしくは多重ロジスティック回帰のページをご参照下さい。

注意: 追加の詳細情報については、JMPのヘルプで「ステップワイズ回帰」と検索するか、基本的な回帰モデル
（ヘルプ > ドキュメンテーション以下）をご確認ください。

モデルが変更されるたびに、

新しい行がステップ履歴に

追加されます。

変数増加、変数

減少に矢印を利

用可能です。

追加のチェックの付け外しで

モデルの変更が可能です。

ロックは以降のステップで使

用する（もしくは使用しない）

を固定するのに使えます。

p値（Prob>F）の下
に p値が表示され
ます。

モデルの選択に

ラジオボタンを

利用可能です。

交差検証、すべてのモデル（全

サブセットでの回帰）、モデル

平均化や他のオプションを実行

する場合、赤い三角ボタンをク

リックします。

現在のモデルの結果
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